
【
防
犯
カ
メ
ラ
の設

置
と
背
景
】

　
平
成
26
年
７
月
に
倉
敷
市

で
発
生
し
た
「
下
校
中
の
女

児
連
れ
去
り
事
件
」
な
ど
か

ら
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
、
通

学
路
を
含
む
公
道
や
公
共
施

設
周
辺
に
設
置
し
た
。

　
平
成
26
年
度
、
27
年
度
の

２
年
間
で
73
台
（
55
カ
所
）。

　
平
成
28
年
度
は
50
台（
49

カ
所
）
を
予
定
し
て
い
る
。

　
実
に
３
年
間
で
１
２
３
台

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
設
置
場
所
の
選
定
】

　
当
初
の
２
年
間
は
、
警
察

の
調
査
に
よ
る
犯
罪
多
発
場

所
か
ら
優
先
的
に
設
置
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、
地
元
か

ら
の
要
望
場
所
を
優
先
的
に

設
置
す
る
考
え
で
、
次
年
度

以
降
も
継
続
の
方
向
に
あ
る
。

【
効
果
と
課
題
】

　
効
果
は
、
死
角
を
な
く
せ

る
こ
と
。
24
時
間
の
監
視
が

可
能
な
こ
と
。
映
像
記
録
が

可
能
な
こ
と
な
ど
だ
が
、
最

大
の
効
果
は
、「
犯
罪
抑

止
」
に
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
事
故
・
事
件

で
外
部
提
供
（
警
察
の
捜
査

関
係
事
項
照
会
）
し
た
件
数

は
30
件
を
超
え
る
。

　
市
民
か
ら
の
苦
情
も
な
く
、

歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
課
題
は
、
自
治
会
な
ど
、

地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
う

団
体
が
設
置
し
た
場
合
、
現

状
は
自
費
だ
が
、
そ
れ
に
対

す
る
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
」
の
整

備
で
あ
る
。

【
所
見
】

　
犯
罪
抑
止
や
、
初
動
捜
査

の
効
率
化
へ
の
評
価
が
高
く
、

設
置
台
数
は
全
国
的
に
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
本
町
も
設
置
に
は
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
活
用
を
め

ぐ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
や
、
映
像
管
理
、
責
任

の
所
在
と
い
っ
た
課
題
も
あ

る
。

　
人
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
、

設
置
や
運
用
の
ル
ー
ル
を
設

け
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

ドーム型防犯カメラ24時間 犯罪抑止の目

総務建設委員会総務建設委員会
●平成28年10月13日　岡山県備前市　備前市議会
●平成28年10月14日　兵庫県小野市　小野市議会

【
経
営
手
法
導
入
の
背
景
】

　
平
成
11
年
に
初
当
選
し
た

現
在
の
市
長
は
、
当
時
、

「
官
と
民
の
違
い
」
か
ら
見

た
行
政
の
い
び
つ
さ
を
こ
う

表
現
し
た
。

　
①「
成
果
と
報
酬
」
が
連

動
し
な
い
世
界
。
②
画
一
的

な
横
並
び
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
。

③
Ｃ
Ｓ
志
向
（
顧
客
満
足

度
）
の
欠
如
。
④
前
例
踏
襲

型
の
施
策
追
行
。

　
こ
れ
ら
の
、
不
作
為
な
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
重
要

と
捉
え
て
以
来
、
現
在
の

様
々
な
政
策
展
開
の
「
礎
」

と
な
っ
て
い
る
。

【
行
政
経
営
の
基
本
理
念
】

　
「
よ
り
高
度
で
、
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
か
に
低

コ
ス
ト
で
提
供
す
る
か
」
を

追
求
し
た
、
ま
さ
に
、「
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
の
発
想
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
」
と
い
う
一
貫
し

た
理
念
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
行
政
経
営
の
経
営
戦

略
の
基
軸
と
な
っ
て
い
る
、

４
つ
の
柱
は
、
①
市
民
を
顧

客
と
捉
え
た
「
顧
客
満
足
度

志
向
の
徹
底
」
。
②
何
を
や

っ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
何

を
も
た
ら
し
た
か
を
問
う

「
成
果
主
義
」
。
③
こ
こ
に

し
か
な
い
〝
ら
し
さ
〞
を
追

求
す
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」。

④
言
わ
れ
る
前
に
や
る
「
後

手
か
ら
先
手
管
理
へ
の
転

換
」
で
あ
る
。

【
方
針
管
理
制
度
】

　
ト
ッ
プ
方
針
を
ブ
レ
イ
ク

ダ
ウ
ン
し
て
、
具
体
的
な
方

針
を
立
て
、
Ｐ（
プ
ラ
ン
）↓

Ｄ（
ド
ゥ
）↓
Ｃ（
チ
ェッ
ク
）↓

Ａ（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
責
任
と
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
成
果
と

プ
ロ
セ
ス
を
評
価
し
て
い
る
。

【
所
見
】

　
社
会
的
な
構
造
変
化
が
進

む
中
で
、
発
想
の
転
換
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
様
々
な
政
策
を
効
果
的
・

効
率
的
に
実
施
し
、
い
か
に

成
果
を
上
げ
る
か
と
い
う

「
執
行
評
価
」
が
「
方
針
管

理
制
度
」
の
し
く
み
に
機
能

し
、
成
果
を
上
げ
て
い
た
。

（
山
本
　恭
久 

議
員
）

10
月
に
、「
総
務
建
設
委
員
会
」と「
議
会
だ
よ
り
編
集
特

別
委
員
会
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
外
研
修
を
行
っ
た
。

視
察
報
告

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
運
用

〜
備
前
市
〜

小
野
市
の
行
政
経
営

〜
小
野
市
〜
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瑞
穂
町
は
人
口
３
３
，８

２
２
名
、
町
内
に
「
米
軍
横

田
基
地
」
を
有
す
る
。

　
議
員
数
16
名
。
う
ち
議
会

広
報
編
集
委
員
は
６
名
。

　
平
成
27
年
度
「
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
、
編

集
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
」
で

「
奨
励
賞
」
を
受
賞
。

　
日
程
の
都
合
で
岐
阜
県
養

老
町
議
会
と
合
同
視
察
と
な

っ
た
。

【
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
】

・
２
０
０
号
を
き
っ
か
け
に
、

内
容
を
刷
新
。

・
表
紙
を
セ
ピ
ア
色
に
す
る

こ
と
で
、
人
の
表
情
が
浮

き
彫
り
に
な
る
効
果

・
表
紙
の
写
真
と
連
動
し
た

特
集
を
掲
載

・
親
し
み
の
あ
る
ネ
ー
ミ
ン

グ
・
空
白
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、

読
み
や
す
く
す
る

・
綴
じ
穴
な
し
＝
予
算
削
減

・
定
例
会
を
カ
レ
ン
ダ
ー
式

に
し
て
表
示

【
意
識
改
革
】

・
刷
新
す
る
た
め
に
全
議
員

の
意
識
を
変
え
る
努
力

・
特
集
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

撮
影
は
、
委
員
で
行
う

・
住
民
の
た
め
の
広
報

・
住
民
参
画
を
意
識

・
特
集
企
画
は
困
難
を
要
す

る
が
、
注
目
も
集
め
る

・
議
員
個
人
の
広
報
に
し
な

い
・
改
選
、
委
員
会
変
更
時
に

は
臨
時
号
を
発
行

・
常
に
「
こ
れ
を
読
み
た
い

と
思
う
か
」
と
考
え
る

【
考
察
】

　
常
に
「
住
民
の
た
め
の
広

報
紙
に
な
っ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
視
点
を
大
事
に
し
、

柔
軟
性
の
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
行
っ
て
い
た
。

　
現
在
本
町
で
は
、「
議
会

だ
よ
り
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
中
。

　
変
え
て
い
く
事
を
恐
れ
ず
、

住
民
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
、

よ
り
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」

に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

　
委
員
全
員
、
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
都
築
　清
子 

議
員
）

　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
は

全
国
45
都
道
府
県
１
９
９
町

村
議
会
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。

　「
分
か
り
や
す
く
、
読
ま

れ
て
、
伝
わ
る
」
議
会
広
報

と
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
な

の
か
学
ん
だ
。

【
手
に
取
る
＝
読
ま
れ
る
】

・
関
心
の
あ
る
内
容

・
住
民
と
の
つ
な
が
り
感

・
見
て
わ
か
る
紙
面

・
ニ
ー
ズ
を
尊
重

・
季
節
感
を
出
す

・
社
会
情
勢
に
合
っ
て
い
る

・
マ
ン
ネ
リ
化
防
止

・
写
真
が
効
果
的

【
親
切
な
文
章
＝
伝
わ
る
】

・
短
く
書
く

・
言
葉
の
重
複
を
省
く

・
具
体
的
に
書
く

・
数
字
で
表
す

・
句
点
「
。
」
を
増
や
す

・
「
絵
」
の
浮
か
ぶ
文
章

・
わ
か
り
や
す
い
言
葉

【
考
察
】

　
広
報
の
目
的
は
、
住
民
と

議
会
と
の
良
好
な
関
係
づ
く

り
で
あ
る
。

　
読
み
手
の
目
線
に
立
ち
、

読
み
た
く
な
る
広
報
に
す
る

事
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
読
み
終
え
た
後

に
「
読
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

感
じ
ら
れ
る
議
会
広
報
づ
く

り
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

議会だより委員会議会だより委員会
●平成28年10月25日　町村議会広報研修会
●平成28年10月26日　東京都西多摩郡　瑞穂町議会

読
ま
れ
て
伝
わ
る
議
会
広
報

〜
東
京
・
砂
防
会
館
〜

砂防会館　研修風景

よりよい紙面を目指した意見交換

瑞穂町役場前（瑞穂町・養老町・阿久比町合同）

親
し
み
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

〜
瑞
穂
町
〜
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